
4
広報 

5 2010.4.1発行

　第31回市議会定例会が３月１日に招集され、中田勝久市長が平成22年度
施政方針と予算案を提案しました。その概要をお知らせします。
　なお、施政方針の全文と予算の詳細は、南あわじ市ホームページからご覧い
ただけます。（予算と主要事業の記事は６～９頁）

▲施政方針を述べる中田市長　

昨
年
国
民
は
、
実
質
的
に
初
め
て
の
政
権

交
代
を
選
択
し
ま
し
た
。
鳩
山
政
権
の
予
算

は
、
昭
和
21
年
度
以
来
、
税
収
が
公
債
費
を

下
回
り
な
が
ら
も
、「
命
を
守
る
予
算
」
と
し

て
「
子
ど
も
手
当
」
や
「
公
立
高
校
授
業
料

実
質
無
料
化
」、「
農
家
に
対
す
る
戸
別
所
得

補
償
制
度
」
他
、
数
々
の
新
規
事
業
に
取
り

組
み
、
公
共
事
業
約
18
％
削
減
、
社
会
保
障

費
約
10
％
増
と
な
る
な
ど
、
今
ま
で
に
な
い

予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
大
変
革
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
市
長
、
職
員
が
、
常
に
状
況
を
把
握
し
、

考
え
、
実
行
に
移
せ
る
気
構
え
が
必
要
で
す
。

　

市
制
５
周
年
を
迎
え
た
今
年
は
、「
着
実
に

前
進
す
る
年
」
と
位
置
づ
け
、「
自
立
へ
の
挑

戦
」
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

売
り
出
す
、生
み
出
す
こ
と
へ
の
挑
戦

　

南
あ
わ
じ
市
は
、
極
め
て
豊
富
な
素
材
・
人

材
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
全
国
の
優
良
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
市
民
の
「
や
る
気
」
を
喚

起
し
、
特
産
品
を
生
産
す
る
だ
け
の
農
・
漁
業

で
は
な
く
、
健
康
増
進
・
生
命
維
持
産
業
と
し

て
の
可
能
性
を
膨
ら
ま
せ
、
生
産
・
加
工
・
流

通
を
網
羅
し
た
６
次
産
業
化
へ
の
進
化
や
、
集

　　　自立への挑戦

客
施
設
や
飲
食
・
販
売
店
の
面
的
連
携
に
よ
る

仕
掛
け
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
材
を
含
め
た
「
ふ
る
さ
と
資
源
」
全
て

を
一
体
化
さ
せ
、
総
合
的
産
業
へ
大
転
換
し
、

多
様
性
の
宝
庫
で
あ
る
南
あ
わ
じ
市
の
将
来

へ
の
夢
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
材
育
成
や
後
継
者
育
成
を
行
う
た
め
、
研
修

や
交
流
に
よ
る
新
た
な
発
見
や
着
実
に
前
進
す
る

た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
を
食
い
止
め
る

た
め
、
少
子
対
策
に
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
防
災
対
策
に
全
力

を
挙
げ
、
併
せ
て
、
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
網
を
活
用
し
た
身
近
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
低
地
対
策
は
地
域
や
市
民
の
生
命

財
産
を
守
る
た
め
に
不
可
欠
な
大
事
業
で
あ

り
、
関
係
市
民
の
全
面
的
な
協
力
を
受
け
、

積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
弱
者
や
高
齢
者
へ
の
配
慮
を
怠
ら
ず
、

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
ま

い
り
ま
す
。

強
固
な
行
財
政
基
盤
づ
く
り
へ
の
挑
戦

　

地
域
主
権
は
地
方
の
自
立
を
促
し
て
い
ま

す
。
産
業
の
低
迷
や
人
口
減
少
・
少
子
超
高

齢
社
会
の
到
来
、
国
内
外
の
急
激
な
変
化
、

厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
、
数
多
く
の
構
造
的

重
要
課
題
を
抱
え
て
い
る
地
方
が
自
立
す
る

た
め
に
は
、
市
民
参
加
型
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
積
極
的
な
推
進
と
徹
底
し
た
行
財
政
改

革
が
必
要
で
す
。

　

目
標
で
あ
る
平
成
23
年
度
収
支
バ
ラ
ン
ス

の
均
衡
が
図
ら
れ
る
目
処
が
立
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
一
つ
の
通
過
点
と
し
て
油
断
せ

ず
、「
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
く

行
財
政
改
革
を
断
行
し
な
が
ら
、
強
固
な
行

財
政
基
盤
を
創
り
あ
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
用
・
公
共
用
施
設
に
つ
い
て
は
、

庁
舎
等
公
共
施
設
整
備
検
討
委
員
会
か
ら
の
答

申
を
尊
重
し
、
整
理
統
合
廃
止
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
職
員
の
削
減
と
効
率
的
な
行
政
経
営

を
行
う
た
め
、
新
庁
舎
建
設
を
推
進
し
、
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
の
設
置
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

新
政
権
は
、「
新
し
い
公
共
」
を
め
ざ
す
取

り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
官
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

企
業
な
ど
の
民
間
が
、
公
共
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
主
体
と
な
り
、
身
近
な
分
野
で
活
躍

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

　

ご
貢
献
い
た
だ
い
て
い
る
花
づ
く
り
や
各
種

地
域
活
動
の
よ
う
に
、「
参
画
と
協
働
」「
自
主

自
立
」「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
を
実
践
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

膨
大
な
地
域
か
ら
の
要
望
や
事
務
事
業
な
ど
、

全
て
を
予
算
化
す
る
こ
と
が
困
難
な
な
か
、
私

達
世
代
に
課
せ
ら
れ
た
行
財
政
改
革
に
視
点
を

置
き
、事
業
の
緊
急
性
と
優
先
順
位
を
精
査
し
、

「
選
択
と
集
中
」
を
旨
に
財
源
の
効
率
的
か
つ

効
果
的
配
分
に
努
め
、
市
の
将
来
へ
の
布
石
と

な
る
的
確
な
事
業
展
開
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
予

算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

～着実に前進する年～

施政方針

▲中田市長から各賞が手渡されました

南あわじ市スポーツ賞　
　　　　選手ら68人を表彰
　南あわじ市スポーツ賞表彰式が３月７日、西淡公民館で開催され、各ス
ポーツで今年度、優秀な成績を収めた人や、永年にわたりスポーツの普及・
振興に貢献された総勢68人に各賞が贈られました。 

受
賞
者
一
覧（
敬
称
略
）

功
労
賞

▽
森
照
雄
（
南
あ
わ
じ
相
撲
連
盟
）

▽
山
田
幸
男
（
南
あ
わ
じ
市
バ
レ
ー

　

ボ
ー
ル
協
会
）

▽
芝
直
弘
（
南
あ
わ
じ
市
柔
道
協
会
）

▽
松
谷
明
治
（
淡
路
島
軟
式
少
年
野

　

球
連
盟
）

優
秀
指
導
者
賞

▽
砂
田
杲
洋
（
南
あ
わ
じ
相
撲
連
盟
）

▽
稲
葉
宗
久
（
三
洋
電
機
㈱
モ
バ
イ

　

ル
エ
ナ
ジ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
）

▽
淀
宏
昌
（
Ｎ
Ｓ
Ｉ
南
あ
わ
じ
）

優
秀
選
手
賞

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

▽
谷
池
紫
穂

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

▽
稲
山
桂
子
、赤
木
冨
美
子
、森
千

尋
、近
藤
紀
子
、阿
部
ま
ゆ
み
、清

水
裕
美
、豊
田
た
か
子
、桑
嶋
久
視

子
、雨
堤
昌
子
、森
廣
子
、出
田
洋

子
、坂
本
里
美
、酒
部
真
由
美

【
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
】

▽
三
原
真
吾
▽
藤
田
真
奈
美
▽
堀
直

人
▽
増
田
圭
納

【
陸
上
競
技
】

▽
服
部
愛
美
▽
石
若
大
武
▽
菅
賢
太

【
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

▽
福
田
千
奈
美
、杉
本
佳
奈
美
▽
榎

本
弘
美
、古
川
春
菜

【
軟
式
野
球
】
▽
蔭
山
将
和

【
サ
ッ
カ
ー
】

▽
道
上
翼
、久
留
米
勝
行
、山
元
翔

太
、徳
井
啓
介
、向
山
潤
、速
水
章

▽
小
端
佑
爾

【
柔
道
】

▽
谷
口
愛
佳
▽
島
津
太
志
▽
正
木
健

人
▽
浦
瀬
泰
司
▽
奈
木
佑
次

【
相
撲
】

▽
池
尻
実
▽
南
聖
也
▽
高
田
巧
▽
福

岡
翔
輝

【
ボ
ー
ト
】

▽
浦
川
和
貴
、宮
本
義
己
、濱
口
源
輝

【
水
泳
】

▽
中
尾
玲
華
▽
中
川
さ
つ
き
▽
田
原

衿
奈
▽
池
田
早
紀
▽
長
岡
正
大

▽
武
居
真
由

【
ペ
タ
ン
ク
】

▽
村
上
順
子
、小
林
久
美
子
、榎
本
美
紀

奨
励
賞

【
ペ
タ
ン
ク
】

▽
勝
羅
暁
、
奈
良
正
博
、
榎
本
行
市

【
水
泳
】

▽
坂
莉
奈

【
陸
上
競
技
】

▽
土
井
優
歌

【
相
撲
】

▽
福
本
匠
吾
▽
神
田
啓
佑

　   

「
子
ど
も
手
当
」制
度
が
始
ま
り
ま
す

対
象
※
所
得
制
限
な
し

　

中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も

支
給
額（
22
年
度
）

　

月
額
１
万
３
０
０
０
円
／
人

　

原
則
、
６
月
・
10
月
・
２
月

に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
支

給
さ
れ
、
第
１
回
目
は
６
月

10
日
（
２
〜
３
月
分
の
児
童
手

当
と
４
〜
５
月
分
の
子
ど
も
手

当
）
で
す
。
公
務
員
は
勤
務
先

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
続
き

❶
３
月
末
時
点
で
児
童
手
当
受

給
者
の
人
＝
新
た
な
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

提出書類 申請が必要な人 対象例（４月現在）

認定請求書

所得制限で児童手当を受給していない人 －

３月末時点に児童手当を受給しておらず、４
月以降に中学生以下の子どもがいる人

例.中学２年生、３年生
のみがいる場合

額改定請求書 ３月末時点に児童手当受給者で、４月以降に
中学２・３年生がいるため増額となる人

例.小学生＋中学２年
生、３年生がいる場合

対象の子どもがいる世帯には、４月下旬頃に申請の案内を送付します
※公務員の人は、市役所からの通知で申請する必要はありません。別途、勤務先から案内が
　あります

▼新たな申請が必要な人が提出する書類

６
月
以
降
に
現
況
届
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

❷
左
表
の「
申
請
が
必
要
な
人
」

に
該
当
す
る
人
＝
新
た
な

申
請
が
必
要
で
す

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

　 ４月から

平成22年度


